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一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
３
５
６
０
万
円
可
決

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、
現
予
算
額
に
合
計

３
５
６
０
万
円
を
増
額
し
、
総
額

２
１
７
億
８
５
６
０
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
に
つ
い

て
伺
う
。
特
に
大
き
な
ラ
イ
フ
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
、
引
っ
越
し
、
出
生
、

死
亡
の
時
な
ど
に
、
た
く
さ
ん
の
窓

口
を
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
の
は
非
常
に
負
担
だ
と
い
う
意
見

も
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
い

わ
ゆ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
手
続
き
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
今
回

の
事
業
で
そ
こ
ま
で
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
が
実
現
で
き
る
の
か
。

答　

今
回
導
入
す
る
窓
口
シ
ス
テ
ム

は
、
書
か
な
い
窓
口
を
目
指
す
こ
と

を
大
き
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
現
在
手
書
き
い

た
だ
い
て
い
る
申
請
書
へ
の
記
入
を

省
略
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
一

番
の
目
的
と
し
て
い
る
。
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
関
係
も
、
市
役

所
の
業
務
と
し
て
、
今
後
必
ず
取
り

入
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
回
は
窓
口
で
の
申
請
を
省
略
化

で
き
る
よ
う
な
取
組
を
行
い
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
も
順
次

進
め
て
い
く
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

昨
今
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
で

３
・
５
ｔ
未
満
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
も
出
て
き
て
い
る
が
、
検
討
は
。

答　

当
該
車
両
が
あ
る
こ
と
は
把
握

し
て
い
る
が
、
出
力
が
小
さ
く
な
る

こ
と
も
あ
り
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

　

３
・
５
ｔ
以
上
の
車
を
運
転
す

る
に
は
準
中
型
以
上
の
免
許
が
必
要
。

消
防
団
員
の
オ
ー
ト
マ
限
定
解
除
や

準
中
型
免
許
の
取
得
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付
実
績
は
。

答　

令
和
５
年
度
で
は
、
準
中
型
免

許
の
取
得
で
１
名
、
オ
ー
ト
マ
チ
ッ

ク
限
定
免
許
解
除
で
１
名
の
方
が
当

該
助
成
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

６
月
定
例
会
が
、
５
月
30
日
か

ら
６
月
24
日
ま
で
26
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
６

件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
２
件

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
等
に
つ
い
て
は
所
管

す
る
常
任
委
員
会
で
、
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
予
算
決
算
特
別
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
１
件
の
意
見
書
提

出
に
つ
い
て
文
教
民
生
常
任
委
員

会
が
発
議
し
、
ま
た
、
地
方
自
治

法
第
１
０
０
条
第
１
項
に
よ
り
請

願
受
理
お
よ
び
個
人
情
報
取
扱
に

関
す
る
調
査
を
行
う
特
別
委
員
会

の
設
置
を
求
め
る
動
議
が
森
下
議

員
か
ら
提
出
さ
れ
、
と
も
に
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

▲全支所に設置される証明書交付機

▲今回購入するものと同型の消防ポンプ自動車

（補正予算（質疑））

質

疑

質

疑

（議案審議）

（財産の取得（質疑））

全支所全支所にに
窓口窓口システムシステムをを

配備配備
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６月定例会で審議した議案等に対する賛否の状況

上

田
　

幸

広

横

尾
　

正

信

松

井
　

道

信

水

田
　

文

夫

加

藤
　

貴

之

関
　

　

綾

乃

吉

田
　

俊

平

尾

﨑
　

里

美

藤

原
　

正

伸

足

立
　

義

美

西

本
　

英

輔

浅

田
　

郁

雄

藤

本
　

邦

彦

日

下
　

　

茂

森

下
　

恒

夫

嵯

峨

山
　

博

渕

本
　

　

稔

森

田
　

龍

司

承認第１号
専決処分の承認を求めることについて

（朝来市税条例の一部を改正する条例）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

承認第２号
専決処分の承認を求めることについて

（朝来市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第３号

専決処分の承認を求めることについて
（朝来市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置
法に基づく固定資産税の課税免除に関する条例の一部を
改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

承認第４号

専決処分の承認を求めることについて
（朝来市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関す
る条例の一部を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第37号 兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 兵庫県町議会議員公務災害補償組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 朝来市税条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号
朝来市福祉医療費助成条例の一部を改正する
条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 朝来市下水道条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号
朝来市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号
朝来市プロポーザル審査委員会条例の一部を改正する
条例制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 令和６年度朝来市一般会計補正予算（第１号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号
令和６年度朝来市水道事業会計補正予算（第１号）に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 調停の成立について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号
朝来市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第７号
朝来市和田山町土田、平野、東谷財産区管理会委員の
選任につき同意を求めることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第８号
朝来市和田山町寺谷財産区管理会委員の選任につき
同意を求めることについて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率の引き上げをは
かるための2025年度政府予算に係る意見書採択の請願に
ついて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第４号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担率の引き上げに
係る意見書の提出について

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－

地方自治法第１００条第１項の規定により、請願受理及び
個人情報取扱の事務に関する調査を行う特別委員会の設
置を求める動議

○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

－
請願受理及び個人情報取扱の事務に関する調査を行う
特別委員の選任

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛成した議員は〇　反対した議員は ×　欠席した議員は欠

※議長には通常、表決権がありません。

議　案　名

議　員　名
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委員会 開催日 調査・協議事項

総務常任
委員会

4月17日
消防団について

区長報償費について

5月8日
小浜市視察

（窓口業務の一部
民間委託について）

5月16日
管内視察

（生野庁舎整備について）

行財政改革について

文教民生
常任委員会

4月12日 健康増進について

4月30日 健康増進について

5月13日 健康増進について

産業建設
常任委員会

4月10日

畜産団地共同畜舎について

土づくりセンターについて

夜久野高原について

5月10日

畜産団地共同畜舎について

公共交通について

電子地域通貨等について

観光施設等について

委員会 開催日 調査・協議事項

議会運営
委員会

4月4日 第18回定例会の日程について等

4月15日 政治倫理審査
審査請求について等

5月17日 第18回定例会の議案について等

広聴広報
常任委員会

4月5日 議会だよりの編集・発行について等

4月19日 議会だよりの編集・発行について等

5月7日 議会だよりの編集・発行について等

朝来市自治
基本条例検証
特別委員会

4月11日 議員アンケートの確認等

4月25日 議員アンケート回答の確認等

5月17日 提言及び報告書についての確認等

議会改革
調査特別
委員会

4月11日 芽室町議会の議会改革について等

4月25日 芽室町議会の議会改革について等

5月9日 市長と市議会議員の
同日選挙について等

5月24日 市長と市議会議員の
同日選挙について等

閉会中（４月～５月）も委員会活動に取り組みました

　

閉
会
中
の
５
月
に
、
朝
来
市
教
職
員
組
合
（
執
行
委
員
長　

久
茂
田　

浩
介　

氏
）
か
ら
請
願
（
紹
介
議
員　

嵯
峨
山　

博
）
が
提
出
さ
れ
、
文
教
民
生
常
任

委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
委
員
長
報
告
の
と
お
り
全
会
一
致
で
採
択
し
、
こ
の
採
択
に
伴
い
委

員
長
か
ら
発
議
さ
れ
た
意
見
書
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た
。

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

 

国
庫
負
担
率
の
引
き
上
げ
に
係
る
意
見
書

教職員定数改善と義務教育費国庫負担率の

引き上げに係る意見書（抜粋）

【要望事項】

１.  中学校・高等学校での35人学級を早急に実施すること。また、
さらなる少人数学級について検討すること。

２． 学校の働き方改革・長時間労働是正を実現するため、加配教
員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善を推進す
ること。

３． 自治体で、国の学級編成標準より引き下げた「学級編制基準の
弾力的運用」の実施ができるよう、加配の削減はおこなわない
こと。

４． 教職員未配置問題の解決にむけ、必要な財政措置を講じ、人
材確保に努めること。

５． 新卒者の就業機会や教職員の年齢構成のバランス確保等の
観点を十分に考慮し、すべての自治体で定年引上げ期間中に
教職員の安定的な新規採用ができるよう、定数加配措置をは
じめとした必要な財政措置を講ずること。

６． 教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、地方財源を
確保した上で義務教育費国庫負担制度の負担割合を引き上
げること。

【提出先】
　内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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百条委員会を設置
請願受理及び個人情報取扱事務調査特別委員会

　６月定例会最終日の６月 24 日、地方自治法第 100 条第１項の規定により、請願受理

及び個人情報取扱の事務に関する調査を行う特別委員会の設置を求める動議が議員から

提出され、質疑及び討論の後、表決の結果、賛成多数で可決し、請願受理及び個人情報

取扱事務調査特別委員会を設置しました。

決議事項

１ 調査事項

 令和６年６月 17 日受付、請願第３号について

 ⑴　請願受理権の濫用に関する事項

 ⑵　個人情報の目的外利用に関する事項

２ 特別委員会の設置

  本調査は、地方自治法第 109 条及び朝来市議会委員会条例第６条の規定により、委員８人で構

成する請願受理及び個人情報取扱事務調査特別委員会を設置し、これに付託して行う。

３ 調査権限

  本議会は、１に掲げる事項の調査を行うため、地方自治法第 100 条第１項の権限を、請願受理

及び個人情報取扱事務調査特別委員会に委任する。

４ 調査期限

  請願受理及び個人情報取扱事務調査特別委員会は、１に掲げる調査が終了するまで、閉会中も

なお調査を行うことができる。

５ 調査経費

 本調査に要する経費は、70 万円以内とする。

構成委員

委  員  長：日下　　茂

副委員長：藤原　正伸

委　　員：横尾　正信　　水田　文夫　　加藤　貴之

　　　　　西本　英輔　　嵯峨山　博　　渕本　　稔

百条委員会とは？

　請願とは、国や地方公共団体などの公共機関に対して、その所管する

事務について一定の措置を行うよう（または行わないよう）要望を伝え

る行為のことです。請願権は、日本国憲法で基本的人権の1つとして保

障されており、誰でも、1人でも請願をすることができます。

　地方公共団体の議会に請願するためには、地方自治法の定めにより、文書で提出しなければなりま

せん。また、当該地方公共団体の議会の議員の紹介を必要とします。

　地方自治法第100条に基づき、議会の議決により設置される調査委員会の略称。地方議会が自治

体の事務に関する調査を行うため、関係者の出頭、証言、記録の提出を求めることができ、正当な理

由なくこれを拒否した場合又は虚偽の陳述を行った場合は、刑事罰に処せられる可能性があります。

請願とは？
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委員会調査報告

生
野
庁
舎
等
整
備
に
関
す
る
事
項

調
査
の
概
要

　

生
野
庁
舎
等
の
整
備
に
お
い
て
、

生
野
図
書
室
が
一
新
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
生
野
図
書
室
の
現
状
と
今
後
の

運
用
に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
説
明
を

受
け
た
後
、
質
疑
を
行
っ
た
。
ま
た
、

生
野
庁
舎
内
に
あ
る
生
野
図
書
室
の

現
地
調
査
も
実
施
し
た
。

委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見

　

委
員
会
で
は
、
当
局
が
示
す
現
在

の
計
画
で
は
、
生
野
地
域
の
生
涯
学

習
の
場
と
し
て
不
十
分
と
い
う
三
名

の
多
数
意
見
と
、
現
在
の
計
画
を
踏

ま
え
他
館
と
の
連
携
を
一
層
進
め
る

な
ど
し
て
図
書
室
の
利
用
促
進
を
図

る
べ
き
と
の
二
名
の
少
数
意
見
が
出

さ
れ
、
意
見
の
内
容
は
下
記
の
通
り

で
あ
る
。

　

多
数
意
見
は
、
予
約
に
よ
る
貸
出

で
は
図
書
を
手
に
す
る
ま
で
の
間
に

タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
る
こ
と
、
子
ど

も
が
長
期
休
暇
等
で
勉
強
す
る
ス

ペ
ー
ス
が
取
れ
な
い
こ
と
、
図
書
館

を
整
備
す
る
上
で
は
多
様
な
利
用
を

想
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
統
一
的
な

一
つ
の
世
界
観
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

面
積
の
半
減
や
蔵
書
数
の
半
減
は
縮

小
感
を
否
め
な
い
こ
と
、
図
書
館
の

役
割
は
貸
出
に
留
ま
ら
ず
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
こ
と
、
新
庁
舎
の
建
替
え
に

お
い
て
は
新
し
い
図
書
館
の
形
が
望

ま
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

少
数
意
見
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

平
等
も
必
要
で
あ
る
が
当
局
提
案
を

住
民
に
理
解
し
て
貰
う
こ
と
も
重
要

で
あ
り
他
館
と
の
連
携
が
望
ま
し
い

こ
と
、
生
野
町
３
千
人
の
住
民
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
よ
り
も
和
田

山
図
書
館
、
あ
さ
ご
森
の
図
書
館
の

蔵
書
数
20
万
冊
を
有
効
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
、
現
在
の
図
書
の
検
索

方
法
の
見
直
し
な
ど
の
工
夫
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

窓
口
業
務
の
一
部
民
間
委
託
に
つ
い
て

調
査
の
概
要

　

福
井
県
小
浜
市
を
視
察
し
、
委
託

の
経
緯
や
効
果
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
と
の

関
係
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見

①
評
価

 

・ 

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
（
回
答
件
数

１
４
９
件
）
に
よ
る
と
、
実
に

90
％
の
回
答
が
「
と
て
も
良
い
」
、

「
良
い
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も

市
民
か
ら
非
常
に
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。

 

・  

多
く
の
方
が
難
し
く
感
じ
る
事
柄

や
法
律
関
連
に
つ
い
て
、
窓
口
で

遠
慮
無
く
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相

談
で
き
る
の
は
市
民
に
と
っ
て

非
常
に
魅
力
的
で
あ
る
。

 

・  

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
は
、
専
門

的
な
人
員
の
確
保
に
加
え
、
必
要

な
部
署
・
時
期
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
雇
用
調
整
し
や
す
い
。

 
・  
事
務
分
掌
の
分
担
や
作
業
の
標
準

化
を
行
う
こ
と
で
、
業
務
改
善
と

作
業
効
率
の
向
上
に
繋
が
っ
て

お
り
、
民
間
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
実
現
で
き
て
い
る
。

 
・  
自
治
体
Ｄ
Ｘ
は
令
和
４
年
６
月
に

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向

け
た
重
点
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
目
指
す
べ
き
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
改
め
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
一
方
で
、
小
浜
市

の
窓
口
業
務
一
部
民
間
委
託
は

平
成
27
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
て

い
る
中
で
、
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
自

動
化
）
等
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
検
討

が
な
さ
れ
、
書
か
な
い
窓
口
も
実

施
に
向
け
検
討
さ
れ
て
い
る
。

②
課
題

 

・  

委
託
会
社
社
員
に
窓
口
対
応
は
委

託
し
て
も
、
同
じ
レ
ベ
ル
若
し
く

は
そ
れ
以
上
の
知
識
や
応
用
力
、

説
明
能
力
な
ど
は
、
異
動
に
よ
り

新
た
に
配
置
さ
れ
た
職
員
も
含

め
従
来
通
り
保
持
す
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
日
々
の
業
務
以
外
で

の
ス
キ
ル
や
個
々
へ
の
対
応
で

日
々
磨
か
れ
る
応
用
力
の
確
保

は
容
易
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、

そ
の
能
力
維
持
は
課
題
の
一
つ

で
あ
る
。

 

・  

市
民
に
と
っ
て
窓
口
は
「
市
役
所

の
顔
」
的
な
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
ポ

ジ
シ
ョ
ン
と
も
言
え
る
の
で
、
本

庁
舎
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
共
に

職
員
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

な
対
応
と
知
識
を
市
民
に
見
せ

る
こ
と
も
、
行
政
へ
の
安
心
を
生

み
出
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

 

・  

民
間
委
託
を
効
果
的
に
機
能
さ

せ
、
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
と
効
率
化
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
な
に
よ
り
各
自
治
体
の
現

在
の
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
状
況
、
技
術
的

な
制
約
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
の
考
慮

が
必
要
で
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会
調
査
報
告
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畜
産
団
地
共
同
畜
舎
に
関
す
る
事
項

調
査
の
概
要

　

畜
産
団
地
共
同
畜
舎
の
臭
気

等

に

関

す

る

調

査

に

つ

い

て

は
、
調
査
費
と
し
て
２
か
年
で

２
９
５
万
７
９
０
０
円
を
予
算
措
置

し
調
査
を
行
い
、
結
果
等
に
つ
い
て

農
林
振
興
課
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　

本
市
で
は
物
質
分
析
に
よ
る
規
制

を
基
準
と
し
て
い
る
た
め
、
物
質
分

析
調
査
が
、
令
和
４
年
度
に
２
ク
ー

ル
に
分
け
て
２
カ
所
の
調
査
地
点
で

実
施
さ
れ
た
。
第
１
ク
ー
ル
で
は
「
検

出
せ
ず
又
は
基
準
以
下
」
、
第
２
ク
ー

ル
で
は
「
検
出
せ
ず
」
の
結
果
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
本
市
で
は
臭
気
指
数
に

よ
る
規
制
基
準
を
設
け
て
い
な
い
が
、

基
準
点
を
含
む
３
地
点
で
２
日
間
臭

気
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
業
種
別
規

制
基
準
に
よ
る
臭
気
指
数
で
み
る
と
、

２
地
点
で
基
準
を
超
え
た
日
が
１
日

間
あ
っ
た
。

　

令
和
５
年
度
も
２
ク
ー
ル
に
分
け

て
２
カ
所
の
調
査
地
点
で
実
施
さ
れ

た
。
第
１
ク
ー
ル
で
は
「
全
て
規

制
基
準
以
下
」
、
第
２
ク
ー
ル
で
は
、

12
月
26
日
の
調
査
に
お
い
て
、
ノ
ル

マ
ル
酪
酸
（
汗
臭
い
臭
い
）
が
規
制

基
準
値
を
０
・
０
０
０
３vo

lp
p

m

上
回
っ
た
た
め
、
追
加
調
査
を
実
施

し
、
「
全
て
規
制
基
準
以
下
」
の
結

果
を
確
認
し
た
。
原
因
と
し
て
、
令

和
５
年
８
月
15
日
に
本
市
を
襲
来
し

た
台
風
７
号
で
鶏
舎
の
一
部
が
床
上

浸
水
の
被
害
を
受
け
、
そ
の
時
に
冠

水
し
た
鶏
糞
を
堆
肥
舎
で
保
管
し
乾

燥
さ
せ
て
い
た
が
、
こ
の
鶏
糞
を
搬

出
し
た
の
が
調
査
の
前
日
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
影
響
が
残
っ
て
い
た
と

報
告
を
受
け
た
。

　

前
年
同
様
、
基
準
点
を
含
む
３
地

点
で
２
日
間
、
臭
気
調
査
が
実
施
さ

れ
、
基
準
以
下
で
あ
っ
た
。

　

臭
気
に
関
す
る
調
査
以
外
に
も
、

澤
区
役
員
及
び
指
定
管
理
者
で
あ
る

沢
養
鶏
生
産
組
合
役
員
を
参
考
人
と

し
て
、
現
状
並
び
に
臭
気
に
対
す
る

対
応
策
等
に
つ
い
て
意
見
聴
取
し
調

査
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
ま
と
め
及
び
意
見

　

畜
産
団
地
共
同
畜
舎
の
臭
気
等
に

関
す
る
調
査
が
２
年
に
わ
た
り
実
施

さ
れ
た
結
果
、
再
調
査
も
含
め
全
て

規
制
基
準
以
下
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
、

臭
気
対
策
と
し
て
鶏
糞
を
一
時
保
管

せ
ず
、
す
ぐ
に
搬
出
す
る
な
ど
課
題

改
善
を
行
い
、
施
設
管
理
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

　

担
当
課
に
お
い
て
は
、
環
境
問
題

を
含
め
適
切
な
施
設
管
理
が
行
わ
れ

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

朝
来
市
自
治
基
本
条
例
第
32
条
に
基

づ
く
、
朝
来
市
自
治
基
本
条
例
の
検

証
及
び
検
証
に
関
す
る
調
査
研
究

調
査
の
概
要
及
び
委
員
会
に
お
け
る

意
見

　

中
間
報
告
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

朝
来
市
自
治
基
本
条
例
（
以
下
「
同

条
例
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

施
行
後
、
長
き
に
わ
た
り
検
証
作
業

が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
結

果
、
本
市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

柱
と
な
る
べ
き
同
条
例
が
、
市
民
に

も
十
分
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に

至
っ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
。

　

当
局
は
、
令
和
４
年
度
に
庁
内
検

証
を
行
い
「
内
部
検
証
報
告
書
」
を

基
に
朝
来
市
自
治
基
本
条
例
審
議
会

が
審
議
し
、
「
朝
来
市
自
治
基
本
条

例
検
証
報
告
書
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

朝
来
市
自
治
基
本
条
例
検
証
特
別
委

員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
24
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
同
条
例
に
つ
い
て
、

前
文
を
は
じ
め
条
項
別
に
実
施
状
況

及
び
条
文
の
検
証
を
進
め
た
。
同
審

議
会
の
大
杉
覚
会
長
を
参
考
人
と
し

て
招
致
し
、
審
議
会
の
内
容
、
当
委

員
会
が
検
証
し
て
き
た
内
容
、
地
域

自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
、
調
査
を
進
め
た
。
ま

た
、
各
地
域
自
治
協
議
会
役
員
と
の

一
般
会
議
の
開
催
、
担
当
課
及
び
法

制
担
当
と
の
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、
全
議
員
へ
の
検
証
内
容
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、

当
委
員
会
が
考
え
る
時
代
に
即
し
た

改
正
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
整
理
を

行
っ
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
今
後
、
来
る
べ

き
改
正
時
期
を
見
据
え
、
市
当
局
に

お
い
て
参
考
と
な
る
べ
き
各
条
項
の

課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

別
紙
整
理
表
に
取
り
ま
と
め
た
。
同

条
例
は
、
住
民
自
治
を
進
め
る
本
市

の
大
黒
柱
で
あ
り
、
市
民
、
市
議
会

及
び
市
長
等
が
同
条
例
を
念
頭
に
置

い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
は
、
同
条

例
の
啓
発
チ
ラ
シ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
市
民
へ
の

啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な

ど
、
市
民
等
に
、
よ
り
身
近
な
条
例

と
な
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
調
査
報
告

朝
来
市
自
治
基
本
条
例
検
証

 

特
別
委
員
会
調
査
報
告
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議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

意
見
書
／
委
員
会
報
告

／
百
条
委
員
会
設
置

委
員
会
調
査
報
告

政
務
活
動
費
の
使
い
道

／
一
般
質
問

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
９
月
定
例
会
の
予
定
）

政
務
活
動
費
の
使
い
道

　

政
務
活
動
費
は
、
議
員
の
政
策
提
言
に
必
要

な
調
査
研
究
・
研
修
な
ど
の
経
費
と
し
て
、
各

会
派
に
対
し
て
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
会
派
ご
と
の
令
和
５
年
度
政
務

活
動
費
収
支
報
告
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

調査研究費……  会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査研究に要する経費

研　修　費……  会派が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する 
研修会への参加に要する経費

資料購入費……  会派が行う活動のために必要な図書、資料等の購入に要する経費

広　報　費……  会派が行う活動、市政について市民に報告するために必要な経費

 

清
風
の
絆

　

先
進
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
等

へ
の
視
察
調
査
、
全
国
地
方
議
会
サ
ミ
ッ
ト
へ
の

参
加
等
を
行
な
っ
た
。

 

朝
来
市
創
生
の
会

　

新
潟
県
見
附
市
、
和
歌
山
県
有
田
市
な
ど
、
先

進
地
視
察
を
行
な
っ
た
他
、
広
報
紙
（
会
派
活
動

報
告
）
を
市
内
全
域
に
配
布
し
た
。

 

自
由
倶
楽
部

　

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
が
開
催
す
る
研
修
を
受
講

し
、
全
国
各
地
の
地
方
議
会
議
員
と
情
報
交
換
を

行
な
っ
た
。
ま
た
、
先
進
地
視
察
も
実
施
し
た
。

 

朝
来
市
議
会
公
明
党

　

品
川
区
立
環
境
学
習
交
流
施
設
「
エ
コ
ル
と
ご

し
」
等
を
視
察
し
た
。
ま
た
、
全
国
地
方
議
会
サ

ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
も
行
な
っ
た
。

 

コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ト
ゥ
ー
ル

　

岩
手
県
遠
野
市
「
こ
ど
も
本
の
森
」
な
ど
、
先

進
地
視
察
を
実
施
。
ま
た
、
政
策
提
言
等
に
必
要

な
調
査
研
究
の
た
め
、
書
籍
を
購
入
し
た
。

各
会
派
の
活
動
内
容

令和５年度政務活動費収支報告一覧
令和5年4月〜令和６年3月分 （単位：円）

清風の絆 朝来市
創生の会 自由倶楽部 朝来市議会

公明党
コンセルヴァ

トゥール 合計

人  

数

R5.4月〜R5.12月
8人 4人

3人
1人 1人

17人

R6.1月〜R6.  3月 4人 18人
収
入 政 務 活 動 費 960,000 480,000 390,000 120,000 120,000 2,070,000

支　
　

出

調 査 研 究 費 905,922 278,627 163,266 120,740 166,145 1,634,700

研 修 費 70,550 278,820 10,000 359,370

広 報 費 218,947 218,947

広 聴 費 0

要請・陳情活動費 0

会 議 費 0

資 料 作 成 費 0

資 料 購 入 費 39,985 39,985

計 976,472 497,574 442,086 130,740 206,130 2,253,002

収支差引残額 △  16,472 △  17,574 △  52,086 △  10,740 △  86,130 △  183,002

（実質政務活動費額）（960,000）（480,000）（390,000）（120,000）（120,000）（2,070,000）

政務活動費を充てることができる主な経費

（政務活動費）

※収支差引額がプラスの場合は返納しています。
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議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

意
見
書
／
委
員
会
報
告

／
百
条
委
員
会
設
置

委
員
会
調
査
報
告

政
務
活
動
費
の
使
い
道

／
一
般
質
問

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
９
月
定
例
会
の
予
定
）

をを

○ 

雇
用
に
つ
い
て

　

安
心
し
て
女
性
が
仕
事
と
子
育

て
が
両
立
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
。

答　

採
用
予
定
者
数
に
、
長
期
休
業

が
想
定
さ
れ
る
職
員
数
を
上
乗
せ
し

た
採
用
計
画
を
立
て
、
年
度
当
初
か

ら
労
務
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
環

境
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
来
年
度
か

ら
保
育
教
諭
に
つ
い
て
は
、
復
職
枠

を
設
け
、
保
育
教
諭
の
慢
性
的
な
不

足
解
消
を
考
え
て
お
り
、
保
育
教
諭

の
労
働
条
件
の
確
保
に
も
努
め
て
い

き
た
い
。

○ 
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
な
負

担
を
軽
減
す
る
恒
久
的
な
支
援
と
し

て
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め

て
き
た
が
。

答　

令
和
６
年
４
月
現
在
の
兵
庫
県

内
で
は
、
小
中
学
校
ど
ち
ら
も
無
償

化
し
て
い
る
自
治
体
が
７
団
体
、
中

学
校
の
み
無
償
化
し
て
い
る
自
治
体

が
３
団
体
で
あ
る
が
、
毎
年
、
給
食

費
を
値
上
げ
す
る
よ
う
に
表
明
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
年
度
も
、

学
期
無
償
化
を
行
い
、
財
政
状
況
を

見
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

高
校
生
等
へ
の
通
学
費
の
助
成

を
求
め
て
い
る
が
検
討
し
て
い
る
か
。

答　

高
校
生
の
通
学
助
成
に
つ
い
て

は
、
高
校
生
の
い
る
御
家
庭
の
経
済

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
加
え
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
に
も
つ
な

が
る
。
し
か
し
、
第
５
学
区
の
み
助

成
す
れ
ば
不
公
平
感
を
生
む
お
そ
れ

が
あ
り
、
全
て
の
高
校
生
を
対
象
と

す
れ
ば
、
市
外
の
高
校
へ
の
進
学
を

助
長
さ
せ
る
影
響
も
あ
る
。
今
後
に

お
い
て
も
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

子
ど
も
は
社
会
の
宝

嵯
峨
山　

博

朝
来
市
創
生
の
会

代表質問

▲高校生等の通学補助　早期実現を望む

市
政
市
政

問
う
問
う

　一般質問（代表・個人）では、市長などの執行機関に対して、事務の執行状況や将来の方針

等について問い質し、また、行政施策に対する提案等も行います。

　なお、内容と写真は各議員が560字以内にまとめ提出したもので、質問順に掲載していま

す。紙面の制約上、質問・答弁とも要約されており、文責は各議員にあります。

9



議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

意
見
書
／
委
員
会
報
告

／
百
条
委
員
会
設
置

委
員
会
調
査
報
告

政
務
活
動
費
の
使
い
道

／
一
般
質
問

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
９
月
定
例
会
の
予
定
）

○ 
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
の
状
況

　

生
野
で
運
行
さ
れ
て
い
る
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
交
通
の
、
運
行
状
況
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

答　

４
月
で
運
行
日
数
25
日
、
運
行

件
数
５
１
９
件
。
５
月
で
運
行
日
数

24
日
、
運
行
件
数
５
４
６
件
で
、
い

ず
れ
も
通
院
利
用
が
一
番
多
い
。

　

電
話
予
約
の
際
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
は
親
切
な
対
応
だ
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
し
よ
う
と
、
予

約
画
面
で
登
録
し
た
自
宅
住
所
を
打

ち
込
ん
で
も
認
識
さ
れ
な
い
。

答　

確
認
し
適
切
な
対
応
を
す
る
。

○ 

本
人
通
知
制
度
の
改
良
を

　

東
京
行
政
書
士
会
が
、
特
定
の

行
政
書
士
が
職
務
請
求
書
を
悪
用
し

て
不
正
に
戸
籍
謄
本
を
取
得
し
た
疑

い
が
あ
る
と
し
て
全
国
に
通
知
さ
れ

た
が
、
朝
来
市
に
お
い
て
使
用
さ
れ

た
こ
と
は
あ
っ
た
の
か
。

答　

当
該
行
政
書
士
か
ら
の
職
務
請

求
用
紙
に
よ
る
戸
籍
謄
本
等
の
申
請

は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
不
正
を
防
止
す
る
た

め
に
も
本
人
通
知
制
度
は
有
効
な
の

で
、
人
権
講
演
会
等
に
参
加
し
た
そ

の
場
で
登
録
で
き
る
よ
う
に
工
夫
が

必
要
だ
。

答　

他
市
で
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、

登
録
の
際
に
身
分
証
明
書
を
必
要
と

せ
ず
に
行
う
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

　

情
報
流
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

対
処
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
・
差
別

煽
動
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

人
権
相
談
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
国
や
県
と

も
連
携
し
て
取
り
組
む
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を

年
２
回
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答　

来
年
度
以
降
申
請
時
期
や
予
算

の
増
額
に
つ
い
て
対
応
し
た
い
。

　

飼
料
価
格
高
騰
対
策
支
援
事
業

の
恒
久
化
や
再
開
を
。

答　

事
業
実
施
に
向
け
財
政
等
を
見

極
め
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

　

事
業
者
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
露
出

実
績
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

答　

事
業
所
の
魅
力
が
よ
り
伝
わ
る

Ｐ
Ｒ
の
方
策
を
研
究
し
た
い
。

　

あ
さ
ご
グ
ル
メ
を
認
定
し
て
ア

ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

答　

観
光
協
会
と
連
携
し
グ
ル
メ
Ｐ

Ｒ
が
行
え
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

太
陽
光
の
発
電
施
設
設
置
補
助

事
業
を
創
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

電
気
代
高
騰
に
よ
る
負
担
軽
減

を
目
的
に
補
助
制
度
を
研
究
し
た
い
。

　

市
内
経
済
を
回
す
た
め
地
域
経

済
振
興
基
金
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

答　

基
金
造
成
も
調
査
研
究
し
た
い
。

○ 
道
路
整
備
等
に
つ
い
て

　

和
田
山
出
石
ト
ン
ネ
ル
を
整
備

し
て
は
ど
う
か
。

答　

社
会
情
勢
の
変
化
が
あ
れ
ば
検

討
す
る
と
伺
っ
て
い
る
。

　

遠
阪
ト
ン
ネ
ル
の
無
料
化
は
。

答　

今
後
に
お
い
て
も
継
続
的
に
働

き
を
掛
け
て
い
き
た
い
。

　

竹
田
城
跡
の
観
光
動
態
を
回
復

さ
せ
る
た
め
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
す
る
と
と
も
に
市

道
竹
田
城
跡
線
を
整
備
し
て
は
ど
う

か
。

答　

な
か
な
か
難
し
い
課
題
が
あ
る
。

　

林
道
黒
川
与
布
土
線
を
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

答　

採
択
や
経
済
効
果
な
ど
課
題
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
頂
き
た
い
。

市
民
の
人
権
を
守
る
た
め

本
人
通
知
制
度
の
拡
充
を

渕 

本 　

 

稔

個人質問

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の

経
済
支
援
を
！

吉 

田 

俊 

平

個人質問

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

▲自宅前まで迎えに来るデマンドバス

▶
樹
齢
二
〇
〇
〇
年
の
糸
井
大
カ
ツ
ラ
に
管
理
道

を
！
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議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

意
見
書
／
委
員
会
報
告

／
百
条
委
員
会
設
置

委
員
会
調
査
報
告

政
務
活
動
費
の
使
い
道

／
一
般
質
問

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
９
月
定
例
会
の
予
定
）

○ 
農
業
振
興
に
つ
い
て

　

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め

に
兵
庫
安
心
ブ
ラ
ン
ド
や
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
取
得
へ
助

成
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

県
や
関
係
機
関
と
調
整
を
行
い
、

有
機
農
業
の
普
及
を
検
討
し
た
い
。

　

市
内
の
専
業
農
家
が
野
菜
を
関

西
圏
へ
出
荷
で
き
る
体
制
を
築
い
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
今
あ
る
ル
ー
ト
も

大
事
に
し
て
ほ
し
い
。

答　

農
業
者
と
集
出
荷
さ
れ
る
業
者
、

そ
の
対
応
で
き
る
業
者
と
の
つ
な
ぎ

役
、
ま
た
体
制
づ
く
り
は
、
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

○ 

消
滅
可
能
性
自
治
体

　

市
は
消
滅
可
能
性
自
治
体
警
鐘

を
鳴
ら
さ
れ
ま
し
た
が
。

答　

人
口
の
自
然
減
対
策
、
社
会
減

対
策
を
考
え
る
上
で
、
二
〇
代
か
ら

三
九
歳
の
若
い
女
性
の
人
口
流
出
の

抑
制
、
出
生
数
の
増
す
取
組
を
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
ち
な
が
ら
、
さ
ら
に

充
実
し
た
い
。

　

ま
ち
を
出
て
い
っ
た
若
者
が

戻
っ
て
く
る
教
育
と
子
供
を
産
み
育

て
る
環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

（
市
長
）
人
口
政
策
を
最
重
要

課
題
に
置
き
様
々
な
施
策
を
展
開
し

て
い
る
。
本
年
度
か
ら
妊
産
婦
や
子

育
て
中
の
保
護
者
、
子
供
へ
の
支
援

体
制
を
充
実
強
化
す
る
「
こ
ど
も
み

ら
い
部
」
を
設
置
し
て
、
加
速
化
を

図
れ
る
。

答　

（
教
育
長
）
朝
来
の
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
事
業
、
あ
さ
ご
ド
リ
ー

ム
ア
ッ
プ
事
業
を
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
行
い
、
ふ
る
さ
と
愛

の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

○ 

人
が
減
る
な
ら
自
然
を
増
や
そ
う

　

住
む
家
の
維
持
促
進
の
た
め
、

空
家
活
用
促
進
補
助
金
と
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
は
統
合
す
べ
き
。

答　

統
合
せ
ず
利
用
者
の
相
談
に
応

じ
て
各
事
業
に
つ
な
げ
た
い
。

　

住
ま
な
い
家
の
解
体
促
進
の
た

め
、
解
体
後
の
土
地
の
固
定
資
産
税

の
減
免
を
行
う
べ
き
。

答　

減
免
は
一
定
の
効
果
が
期
待
さ

れ
る
が
、
税
負
担
の
公
平
性
か
ら
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

　

生
前
の
検
討
を
促
進
す
る
た
め
、

朝
来
市
版
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）
に

相
続
に
関
す
る
内
容
も
含
め
る
べ
き
。

答　

相
続
は
高
齢
者
に
と
っ
て
大
き

な
心
配
事
。
検
討
し
た
い
。

　

街
路
樹
を
増
や
す
べ
き
。

答　

管
理
負
担
が
大
き
い
。
熱
中
症

対
策
は
別
の
手
段
を
講
じ
た
い
。

○ 
お
客
様
か
ら
「
お
互
い
様
」
へ

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通
は
タ
ク

シ
ー
と
同
じ
免
許
要
件
か
。

答　

タ
ク
シ
ー
と
異
な
り
一
種
免
許

も
講
習
を
経
て
運
転
可
能
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
遊
び
を
通
じ
て
活
性
化
を
。

答　

交
流
の
機
会
を
増
や
し
た
い
。

　

地
域
自
治
協
議
会
の
介
護
予
防

活
動
支
援
事
業
は
担
い
手
の
趣
味
や

特
技
を
活
か
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
。

答　

非
常
に
大
切
な
要
素
で
あ
る
。

　

隣
保
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
立
ち

上
げ
支
え
合
い
の
促
進
を
す
べ
き
。

答　

現
行
の
介
護
予
防
事
業
の
状
況

や
市
民
の
需
要
を
元
に
検
討
し
た
い
。

　

朝
来
市
人
材
バ
ン
ク
を
通
じ
て

こ
れ
ら
支
え
合
い
の
振
興
を
。

答　

生
涯
学
習
の
理
念
上
、
そ
の
よ

う
な
成
果
に
も
つ
な
げ
ら
れ
る
。

住
み
続
け
た
い

元
気
で
美
し
い
朝
来
市

水 

田 

文 

夫

個人質問

人
は
減
っ
て
も
朝
は
来
る加 

藤 

貴 

之

個人質問

▲たじまピーマンは、40a 作付けで約 1 千万円
の売上額に !

▶
未
来
に
つ
な
ご
う
家
と
土
地
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議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

意
見
書
／
委
員
会
報
告

／
百
条
委
員
会
設
置

委
員
会
調
査
報
告

政
務
活
動
費
の
使
い
道

／
一
般
質
問

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
９
月
定
例
会
の
予
定
）

○ 

冬
季
の
開
山
に
向
け
前
進

　

竹
田
城
跡
の
冬
季
開
山
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
頃
ま
で
に
検
討
と
聞

い
て
い
る
が
、
状
況
は
い
か
が
で
す

か
。

答　

冬
季
は
登
山
道
の
凍
結
や
積
雪

等
を
考
慮
し
、
安
全
を
重
視
し
て
市

内
宿
泊
者
限
定
で
、
竹
田
城
跡
ガ
イ

ド
付
き
登
城
な
ど
、
仕
組
み
を
検
討

し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
の
導
入
を

目
指
し
関
係
者
と
協
議
を
進
め
た
い
。

○ 
赤
松
広
秀
の
資
料
・
情
報
収
集
を

　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
で
郷
土

愛
を
育
て
る
た
め
に
は
、
歴
史
文
化

に
接
す
る
機
会
を
よ
り
多
く
す
る
必

要
が
あ
る
。
赤
松
広
秀
の
情
報
収
集

を
市
と
し
て
積
極
的
に
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
が
い
か
が
で
す
か
。

答　

地
域
の
発
展
に
尽
力
し
た
人
物

を
深
く
知
る
こ
と
は
、
郷
土
愛
を
育

む
き
っ
か
け
に
な
る
た
め
、
今
後
と

も
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

○ 
市
内
関
係
者
の
蔵
書
充
実
を

　

市
内
の
出
身
、
市
内
関
係
者
の

図
書
館
蔵
書
の
充
実
を
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
原

六
郎
に
つ
い
て
は
貸
出
不
可
の
図
書

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
収
集
充

実
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
い
か

が
で
す
か
。

答　

図
書
館
で
は
市
内
出
身
者
や
歴

史
、
民
俗
等
に
関
す
る
書
籍
を
郷
土

資
料
と
し
て
積
極
的
に
収
集
し
て
い

る
。
先
人
の
素
晴
ら
し
い
功
績
や
作

品
に
触
れ
、
市
民
の
皆
様
が
夢
や
希

望
を
持
ち
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
を

育
て
る
一
助
に
な
る
よ
う
、
今
後
も

市
内
出
身
、
市
内
関
係
者
の
資
料
収

集
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

竹
田
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て

足 

立 

義 

美

個人質問

▲蔵書充実が望まれる和田山図書館

▲あさご夏祭りの花火大会

○ 
人
口
減
少
に
つ
い
て

　

令
和
5
年
で
、
1
年
間
に
生
ま

れ
た
人
数
が
1
2
4
人
、
死
亡
し

た
人
数
が
4
4
5
人
、
約
3
0
0

人
以
上
も
減
少
し
て
い
る
が
ど
う
思

う
か
伺
う
。

答　

10
年
前
は
自
然
減
が

2
1
9

人
だ
っ
た
が
、
令
和
5
年
で
は
自
然

減
が

3
5
8

人
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
よ
っ
て
自
然
減
を
実
感
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
為
に

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
る

の
か
。

答　

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
世
代
の

女
性
に
選
ば
れ
る
朝
来
市
に
な
り
出

生
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
。

　

和
田
山
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
に

つ
い
て
、
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

答　

花
火
大
会
に
つ
い
て
大
い
に
期

待
し
て
い
る
。
実
行
委
員
会
の
設
置

に
向
け
て
尽
力
頂
い
た
関
係
者
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

　

市
の
職
員
の
協
力
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
思
う
か
。

答　

役
割
分
担
を
考
え
な
が
ら
必
要

に
応
じ
て
人
的
な
支
援
を
し
た
い
。

ま
た
、
補
助
金
も
交
付
し
た
い
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、
市
内

に
合
計
所
得
金
額
が
8
2
0
万
円

以
上
の
方
が
何
人
で
、
80
万
円
以
下

の
方
は
何
人
い
る
の
か
。

答　

合
計
所
得
金
額
が

8
2
0

万

円
以
上
の
方
は
73
人
、
80
万
円
以
下

の
方
は

9
9
7

人
で
あ
る
。

　

合
計
所
得
金
額
80
万
円
以
下
の

方
か
ら
月
に
1
7
1
0
円
を
徴
収

し
て
い
る
。
市
独
自
の
元
気
応
援
券

を
支
給
し
て
欲
し
い
。

答　

今
後
検
討
し
て
考
え
た
い
。

市
民
に
や
さ
し
い
生
活
を浅 

田 

郁 

雄

個人質問

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。 12



議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

意
見
書
／
委
員
会
報
告

／
百
条
委
員
会
設
置

委
員
会
調
査
報
告

政
務
活
動
費
の
使
い
道

／
一
般
質
問

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
９
月
定
例
会
の
予
定
）

○ 
本
市
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

　

感
染
法
上
の
位
置
付
け
が
、
５

類
に
移
行
し
て
１
年
が
経
過
し
た
今
、

コ
ロ
ナ
の
経
験
を
検
証
・
総
括
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

今
後
発
生
し
得
る
新
た
な
感
染

症
に
対
し
て
も
、
危
機
管
理
体
制
の

構
築
が
重
要
だ
。
こ
れ
ま
で
得
ら
れ

た
知
見
、
経
験
を
生
か
し
、
感
染
症

対
策
に
有
効
で
あ
る
体
制
、
仕
組
み

を
継
続
す
る
。
関
連
機
関
と
連
携
を

深
め
、
備
え
を
進
め
る
必
要
も
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
に
罹
っ
て
し
ま
っ
た
方

へ
の
後
遺
症
問
題
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

国
や
県
か
ら
の
情
報
を
適
切
に

把
握
し
な
が
ら
、
市
の
医
師
会
と
連

携
し
つ
つ
、
正
し
い
情
報
を
適
切
に

伝
え
て
い
く
。

　

コ
ロ
ナ
か
ら
学
ん
だ
教
訓
は
。

答　

未
知
の
災
害
に
対
す
る
危
機
管

理
対
応
の
大
切
さ
、
感
染
な
ど
を
恐

れ
る
気
持
ち
や
不
安
か
ら
偏
見
や
差

別
を
生
み
出
し
、
新
た
な
問
題
が
起

き
る
こ
と
。
次
な
る
感
染
症
へ
の
備

え
。
継
続
し
た
情
報
発
信
の
強
化
、

適
切
な
情
報
発
信
に
取
り
組
む
必
要
。

　

学
校
教
育
の
現
場
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も
の
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答　

受
け
止
め
方
に
よ
っ
て
感
じ
方

の
差
は
あ
る
が
、
代
表
的
な
も
の
を

挙
げ
る
と
、
活
動
が
制
限
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
友
達
同
士
の
交
流
、

学
校
に
お
け
る
体
験
学
習
の
機
会
、

交
流
の
あ
っ
た
方
と
充
分
な
交
流
時

間
が
持
て
な
い
。
ま
た
、
儀
式
的
な

行
事
、
運
動
会
、
発
表
会
な
ど
、
地

域
や
保
護
者
の
方
に
見
て
頂
く
機
会

が
失
わ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

○ 

第
４
次
朝
来
市
男
女
共
同

　

参
画
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

女
性
の
政
治
参
画
を
推
進
す
る

こ
と
は
社
会
生
活
の
質
を
も
う
一
段

高
い
レ
ベ
ル
に
つ
な
が
る
。
研
修
や

経
験
を
積
み
、
そ
の
集
大
成
の
一
つ

と
し
て
女
性
模
擬
議
会
を
実
施
し
て

は
ど
う
か
。
併
せ
て
、
答
弁
者
に
は

各
部
署
を
代
表
し
た
女
性
職
員
の
方

が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
は
ど
う
か
。

答　

女
性
の
意
見
を
直
接
伺
う
場
と

し
て
有
益
で
あ
る
と
認
識
を
持
っ
て

い
る
。
今
後
検
討
す
る
。

　

女
性
が
そ
の
能
力
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る

な
ど
の
経
験
を
積
む
場
と
し
て
「
女

性
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し

て
は
ど
う
か
。

答　

就
業
支
援
や
情
報
発
信
な
ど
特

定
分
野
で
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
は

実
施
し
て
き
た
。
先
進
自
治
体
の
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
女
性
が
活

躍
で
き
る
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て

女
性
議
会
、
そ
の
前
段
と
し
て
女
性

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
な
ど
も
必
要
と

思
っ
て
い
る
。

　

地
域
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に

は
女
性
や
高
齢
者
だ
け
で
も
地
域
を

守
り
抜
く
・
自
分
た
ち
の
命
や
財
産

を
守
り
抜
く
と
い
う
意
識
が
必
要
。

ど
の
よ
う
な
策
が
有
効
と
考
え
る
か
。

答　

災
害
発
生
時
に
的
確
な
行
動
が

取
れ
る
よ
う
災
害
に
関
す
る
正
し
い

知
識
・
防
災
対
応
等
に
つ
い
て
、
自

主
防
災
組
織
の
育
成
強
化
に
努
め
る
。

そ
の
際
、
女
性
や
若
者
の
参
画
促
進

に
努
め
る
と
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

今
こ
そ
コ
ロ
ナ
を
考
え
る松 

井 

道 

信

個人質問

住
ん
で
よ
か
っ
た
朝
来
市
に
！

関　

  

綾 

乃

個人質問

▲新型コロナウイルスの電子顕微鏡写真
　（国立感染症研究所）

▲依然として「男性の方が優遇」が高い。
　（資料：「朝来市人権についての市民意識調査」）
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議
案
審
議
／
賛
否
の
状
況

意
見
書
／
委
員
会
報
告

／
百
条
委
員
会
設
置

委
員
会
調
査
報
告

政
務
活
動
費
の
使
い
道

／
一
般
質
問

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
９
月
定
例
会
の
予
定
）

　

人
口
戦
略
研
究
会
が
再
び
消
滅

可
能
都
市
の
リ
ス
ト
を
発
表
し
た
。

依
然
と
し
て
朝
来
市
が
含
ま
れ
て
い

る
ど
こ
ろ
か
但
馬
地
区
の
５
つ
の
自

治
体
は
ほ
ぼ
全
部
が
含
ま
れ
て
い
る
。

全
国
で
こ
ん
な
地
域
は
少
な
い
。

答　

深
刻
に
考
え
て
い
る
。
し
か
し

過
去
ど
こ
よ
り
も
早
く
人
口
問
題
を

最
重
要
の
課
題
と
し
て
き
た
成
果
も

あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
は
改
善
さ
れ
て
い

る
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
動
員

し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

こ
の
問
題
の
深
刻
さ
を
政
府
は

ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
韓
国

の
人
口
減
少
は
世
界
一
で
あ
り
日
本

よ
り
深
刻
だ
。
合
計
特
殊
出
生
率
が

つ
い
に
０
・
72
ま
で
低
下
し
て
歯
止

め
が
効
か
な
い
。
韓
国
政
府
は
つ
い

に
非
常
事
態
宣
言
を
出
し
て
、
国
の

消
滅
が
か
か
っ
て
い
る
と
し
て
全
力

を
あ
げ
る
と
し
て
、
ソ
ウ
ル
一
極
集

中
の
改
革
、
外
国
人
移
民
制
度
の
本

格
導
入
を
掲
げ
た
。
や
る
気
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
は
出
生
率
の
改
善
に
目

標
を
定
め
る
ば
か
り
で
、
失
敗
す
る
。

答　

韓
国
の
状
況
に
は
注
目
し
て
い

る
。
日
本
の
東
京
一
極
集
中
に
も
大

き
な
問
題
が
あ
る
。

　

日
本
の
構
造
改
革
に
は
手
を
つ

け
ず
、
出
生
率
の
改
善
を
地
方
自
治

体
に
押
し
付
け
る
政
府
に
対
し
て
26

人
の
県
知
事
な
ど
つ
い
に
多
く
の
自

治
体
が
抗
議
を
始
め
た
。
首
都
圏
一

極
集
中
の
是
正
な
く
し
て
地
方
の
再

生
は
な
い
。
市
長
、
朝
来
市
を
含
め

て
、
全
国
の
自
治
体
が
団
結
し
立
ち

上
が
っ
て
、
政
府
に
日
本
の
構
造
改

革
を
迫
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

近
隣
の
市
町
と
も
十
分
協
議
し

て
そ
う
し
た
方
向
で
取
り
組
み
た
い
。

朝
来
市
は
消
滅
す
る
の
か
？

横 

尾 

正 

信

個人質問

▲出生率の向上は朝来市の人口減少に寄与
しない。

○ 
避
難
所
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

　

本
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
は
、
多
く
の
避
難
所

で
ト
イ
レ
が
断
水
で
使
用
不
能
と
な

り
携
帯
ト
イ
レ
も
不
足
し
大
き
な
問

題
と
な
っ
た
。
こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

本
市
に
お
け
る
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄

の
現
状
と
今
後
の
方
針
を
伺
う
。

答　

現
在
、
災
害
時
の
携
帯
ト
イ
レ

を
３
５
０
０
個
、
簡
易
式
移
動
ト
イ

レ
を
18
基
保
有
し
て
い
る
。
今
後
は
、

近
隣
市
町
の
状
況
も
調
査
し
本
市
に

合
っ
た
備
蓄
、
備
品
の
整
備
を
進
め

る
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
一
斉
避

難
訓
練
に
お
い
て
携
帯
ト
イ
レ
を
使

用
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

答　

研
究
、
検
討
さ
せ
て
頂
く
。

○ 

横
断
歩
道
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

兵
庫
県
で
は
県
内
１
万
か
所
の

消
え
か
か
っ
た
横
断
歩
道
の
ラ
イ
ン

の
引
き
直
し
を
計
画
し
て
い
る
。
市

民
が
危
険
な
箇
所
を
発
見
し
た
場
合

の
市
の
対
応
は
。

答　

市
民
か
ら
の
要
請
に
は
、
そ
の

都
度
、
南
但
馬
警
察
に
要
請
の
取
次

を
行
っ
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
た
「
市
道

の
損
傷
等
通
報
シ
ス
テ
ム
」
の
利
用

実
績
は
。

答　

令
和
５
年
度
16
件
、
令
和
６
年

度
５
月
末
で
３
件
。
多
く
が
舗
装
路

面
の
損
傷
で
、
速
や
か
に
現
地
に
赴

き
、
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

○ 
歯
と
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て

　

虫
歯
予
防
の
た
め
に
、
こ
ど
も

園
か
ら
中
学
校
ま
で
フ
ッ
化
物
洗
口

を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答　

歯
科
医
で
の
個
別
対
応
を
保
護

者
に
ご
案
内
し
て
い
る
。

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

上 

田 

幸 

広

個人質問

氏名下のQRコードにより、スマートフォン等で録画映像をご覧いただけます。

▶
最
低
３
日
分
の
備
蓄
は
必
要
！
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／
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○ 
千
人
に
対
す
る
出
生
数
を
重
視
を

　

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
朝
来
市

一
・
六
一
東
京
都
は
〇
・
九
九
、
し
か

し
、
人
口
千
人
に
対
し
出
生
数
は
朝

来
市
六
・
七
人
、
東
京
都
八
・
三
人
で
、

合
計
特
殊
出
生
率
以
上
に
重
視
す
る

必
要
が
あ
る
し
、
若
い
女
性
の
数
が

増
え
な
い
と
人
口
減
は
続
く
。
働
き

場
づ
く
り
、
賃
金
増
、
都
市
並
み
の

生
活
圏
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

答　

朝
来
市
内
で
、
女
性
が
活
躍
し

産
み
育
て
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
が
、
賃
金
の
格
差

が
あ
り
多
い
所
に
人
が
集
ま
る
。
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
、
し
っ
か

り
整
備
し
た
い
。

○ 

外
国
人
観
光
客
を
誘
致
せ
よ
！

　

兵
庫
県
内
で
外
国
人
観
光
客
が

最
も
多
い
の
は
、
姫
路
城
で
、
城
崎

温
泉
は
過
去
に
六
年
で
四
十
五
倍
の

入
込
客
だ
が
、
ル
ー
ト
は
姫
路
〜
神

戸
〜
京
都
〜
城
崎
で
、
逆
ル
ー
ト
を

開
発
す
れ
ば
、
播
但
線
を
活
性
化
で

き
る
。
ま
た
、
素
泊
り
需
要
が
多
い

が
、
豊
岡
市
は
難
題
。
当
市
が
民
泊

事
業
を
推
進
す
れ
ば
交
流
人
口
増
が

期
待
で
き
る
。
や
る
気
は
な
い
か
。

答　

国
内
外
の
誘
客
に
、
宿
が
ど
れ

ぐ
ら
い
必
要
か
、
民
間
の
活
力
と
併

せ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

○ 
和
田
山
駅
は
社
会
資
本
整
備
を

　

駅
前
開
発
で
、
人
の
集
ま
り
を

産
む
他
市
町
の
成
功
例
か
ら
も
、
和

田
山
駅
の
使
い
勝
手
は
大
変
悪
い
。

一
本
柳
の
店
舗
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
最

悪
。
不
十
分
な
計
画
だ
と
、
自
由
通

路
も
蛇
足
に
終
わ
る
。
開
発
に
は
社

会
資
本
整
備
が
不
可
欠
と
考
え
る
が
。

答　

民
間
の
活
力
を
最
大
限
活
か
し

た
手
法
を
研
究
し
た
い
。

消
滅
自
治
体
返
上

生
き
残
れ
朝
来
市
！

日 

下  　

茂

個人質問

▲空き家の民泊事業推進とインバウンドで播
但線活性化

議会報告会を
ケーブルテレビで行います

　各委員会の取組み等について、委員会ご

とに制作した番組をケーブルテレビで放送

します。

●日程

　令和６年８月 20 日～ 26 日

　（７日間　１日３回放送予定）

※放送時間については番組表をご覧くださ

い。

※市議会ホームページ上でも議会報告会の

映像を公開する予定です。

●テーマ

　⃝総務常任委員会

　　総務常任委員会活動実績

　⃝文教民生常任委員会

　　「健幸」になろう！

　⃝産業建設常任委員会

　　上下水道部担当業務について

　⃝朝来市自治基本条例検証特別委員会

　　自治基本条例を市民のものに

３件の審査請求について
政治倫理審査会を設置し、

審査しています。

 該当条項 

朝来市議会議員倫理条例第３条第１項第１号

　市民全体の代表として、その品位と名誉を損なうよ
うな一切の行為を行わず、その職務に関して不正の疑
惑を持たれるおそれのある行為をしないこと。

 内　容 　※原文のまま引用

①（令和６年４月１日受付）
令和５年12月25日第15回朝来市議会定例会におい

て、吉田俊平議員から極めて不当な発言があった。現

在の産業建設常任委員会並びに朝来市議会議員として

私個人に対する誹謗中傷に他ならない。

（※以下、紙面の都合上割愛）

②（令和６年４月２日受付）
令和５年２月10日に行われた産業建設常任委員会にお

ける吉田議員による、私（藤本邦彦）に関する虚偽の

発言と名誉を毀損する発言

③（令和６年４月３日受付）
令和５年２月10日に行われた産業建設常任委員会にお

ける吉田議員による「よふどの恵」及び細見守に対す

る虚偽発言によって、著しく名誉を毀損された。
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発行／朝来市議会　　朝議 R6. 8月 13,000 部
住所／〒669-5292 兵庫県朝来市和田山町東谷213番地1
TEL／079-672-1930　FAX／079-672-1931

　和田山町東河地区ではコウノトリの飛来が

頻繁にあるようになった2019年、地区協議会

が地域住民の募金をもとに巣塔を設置しました。設置から三か月後にはペアが巣作りを始め、毎年ヒナが

誕生し今年も三羽が巣立ちました。

　小学校では毎年ヒナの足環付けを見学し生まれてきたヒナに名前を付け、やがてこの地域を離れても

地域全体で見守ってきています。遠くは沖縄県宮古島まで行った個体もあり、飛来した地域の方と交流す

ることも行われています。コウノトリを通して自分たちの周りの自然に目を向け、あらためて自分たちの地

域の自然の豊かさを再認識するきっかけになっています。

　2021年には子育て中の親鳥が交通事故で亡くなり、その後も厳しい自然界では巣立ったヒナたちが亡

くなるケースも出ています。くちばしに人が捨てたと思われるリングがはまって何日も餌が捕れなくなっ

てしまった時には、子供たちはすぐさまみんなの願いや「心は一つ！！」と書かれた横断幕を作成し、現地

に送って回復を祈ったり、再びこのような悲しい事故が起きないように自主的に地域内のごみ拾いを始め

たりするなど、積極的に活動しています。コウノトリと深くかかわる中で、生き物の命、そして自分たちの命

についても考える機会にもなっています。

　朝来市でも今後飛来するコウノトリが増える状況ですので、市と地域、そして学校が情報を共有しなが

ら、コウノトリが安心して住める環境、ひいては私たちが住みやすい環境をみんなで作り上げていければ

と思います。

最新の日程については、朝来市議会ホームページ
をご覧ください。

議会だよりの表紙に市民の

みなさんが撮影した写真を募集します。

ご応募お待ちしています。

月 火 水 木 金

8/28 8/29 8/30

本会議 本会議

2 3 4 5 6

一般質問

9 10 11 12 13

一般質問 一般質問
文教民生

常任委員会
産業建設

常任委員会

16 17 18 19 20

総務
常任委員会

文教民生
常任委員会

産業建設
常任委員会

  23 24 25 26 27

総務
常任委員会

予算決算
特別委員会

vol.05
和田山町東和田区

稲津　賢和さん

予
算
審
議

予
算
審
議
／
議
案
審
議

補
正
予
算
／
賛
否
の
状
況

委
員
会
報
告
／
委
員
会
調
査
報
告

／
研
修
会

一
般
質
問

表
紙
写
真
応
募
者
の
声
／

日
程
（
６
月
定
例
会
の
予
定
）

令和6年

3月定例会

第90号第90号

定例会は
年に４回

3月

6月9月

12月

わんぱく教室　山の仕事を体験！！わんぱく教室　山の仕事を体験！！

（さのう高原）（さのう高原）

1

９月定例会の予定

表紙写真応募方法の詳細はこちら

表紙
写真応募者の

声

次号 第92号

令和６年11月５日

発行予定

９月 5日
〆切

あなたの写真が表紙に！

▲コウノトリの巣塔を見守る子供たち

30
本会議
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